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　令和４年８月３日からの大雨等による災害で被害が発生した新潟県村上市及び関川村に、
長野県が独自に実施する「大規模災害ボランティア活動応援事業」等の助成を活用して、県
内各地からボランティアバスが運行されています。
　現地に駆けつけるボランティアは、３年前の令和元年東日本台風の際、支援を受けた地域
の方も多数参加されています。コロナ禍により地元や新潟県内だけではボランティアが集ま
りづらい状況がある中で、長野県内各地からボランティアバスが駆けつけることにより、被
災地域を勇気づける大きな力となっています。

「大規模災害ボランティア活動応援事業」に関するお問合せは
長野県社協 災害福祉支援本部（まちづくりボランティアセンター内） ☎026‒226‒1882

長野から新潟へ

ボランティア活動のレポートボランティア活動のレポート

日本笑顔プロジェクト（本部：小布施町）
8月11日から重機による現地支援を開始。長期で支援に入っ
ていることで住民の変化が見られる。重機講習を重ね人材
を育成し、現場で経験する人が増えてきたことでこれまで
やってきたことは間違いではなかったと感じた。

　　   （春原副代表）

　 助成予定
チームながでん／長野市災害ボランティア委員会／
チーム小林／飯田市連合青年団／Hundred hands

９月５日（月）９月５日（月）
飯綱町社協バス：１５人

９月9日（金）
上伊那ブロック社協バス：23人

企業ボラで参加。実際の現場にきて、
災害ネットワークの必要性を感じた。

９月7日（水）・8日（木）

天気にも恵まれ、受け入れ側の
心遣いもあり、気持ちよく作業
ができた。ボランティアの先輩
方が心強く感じた。

池田町社協バス：６人

９月10日（土）・11日（日）

今回、３年前、その前の東日本は
じめ数々の災害支援からの歩み
が、こうしてつながりつづける
ことに、災害ボランティアの素
晴らしさを再認識した。

中野市社協バス：１8人

９月9日（金）
長野市社協バス：１7人

９月17日（土）・９月23日（金）
安曇野市社協バス

８人
上田市社協バス
９人

：災害ボランティア・NPO活動サポート募金（ボラサポ）

6



　令和４年８月３日からの大雨等による災害で被害が発生した新潟県村上市及び関川村に、
長野県が独自に実施する「大規模災害ボランティア活動応援事業」等の助成を活用して、県
内各地からボランティアバスが運行されています。
　現地に駆けつけるボランティアは、３年前の令和元年東日本台風の際、支援を受けた地域
の方も多数参加されています。コロナ禍により地元や新潟県内だけではボランティアが集ま
りづらい状況がある中で、長野県内各地からボランティアバスが駆けつけることにより、被
災地域を勇気づける大きな力となっています。

「大規模災害ボランティア活動応援事業」に関するお問合せは
長野県社協 災害福祉支援本部（まちづくりボランティアセンター内） ☎026‒226‒1882

長野から新潟へ

ボランティア活動のレポートボランティア活動のレポート

日本笑顔プロジェクト（本部：小布施町）
8月11日から重機による現地支援を開始。長期で支援に入っ
ていることで住民の変化が見られる。重機講習を重ね人材
を育成し、現場で経験する人が増えてきたことでこれまで
やってきたことは間違いではなかったと感じた。

　　   （春原副代表）

　 助成予定
チームながでん／長野市災害ボランティア委員会／
チーム小林／飯田市連合青年団／Hundred hands

９月５日（月）９月５日（月）
飯綱町社協バス：１５人

９月9日（金）
上伊那ブロック社協バス：23人

企業ボラで参加。実際の現場にきて、
災害ネットワークの必要性を感じた。

９月7日（水）・8日（木）

天気にも恵まれ、受け入れ側の
心遣いもあり、気持ちよく作業
ができた。ボランティアの先輩
方が心強く感じた。

池田町社協バス：６人

９月10日（土）・11日（日）

今回、３年前、その前の東日本は
じめ数々の災害支援からの歩み
が、こうしてつながりつづける
ことに、災害ボランティアの素
晴らしさを再認識した。

中野市社協バス：１8人

９月9日（金）
長野市社協バス：１7人

９月17日（土）・９月23日（金）
安曇野市社協バス

８人
上田市社協バス
９人

：災害ボランティア・NPO活動サポート募金（ボラサポ）

7

第799号　令和４年９月25日発行



●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
共同サイト

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

信州福祉事業所認証・評価制度
については「信州福祉・介護のひ
ろば」HPをご覧ください。

ウェブサイト“ひとりひとりが社会福祉HERO‘S”から引用しています。
http://www.shafuku-heros.com/

福祉の現場で活躍する
ヒーローたちをご紹介します。

第799号　2022年（令和4年）９月25日発行（毎月25日発行）
●発行所／社会福祉法人長野県社会福祉協議会　〒380-0936 長野市中御所岡田98-1　TEL 026-228-4244　FAX 026-228-0130　E-mail info@nsyakyo.or.jp　URL http://www.nsyakyo.or.jp/
●編集制作・印刷所／有限会社サンライズ　●購読料／１部30円（本会会費に含む）

障
害
の
程
度
が
軽
度
の
利
用
者
が
多
い
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
は
曖
昧
な
表
現
を
使
わ
ず
、言
葉

で
き
ち
ん
と
伝
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
て
い
る
栁
澤
さ
ん
。利
用
者
と
ほ
ど
よ
い

距
離
感
で
関
わ
れ
る
時
間
が
楽
し
い
と
話
し
ま

す
。

　
「
入
所
施
設
で
は
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
パ

ン
作
り
や
手
芸
を
す
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
し
た

が
、今
は
外
部
の
事
業
所
の
方
と
も
関
わ
り
な

が
ら
利
用
者
さ
ん
の
希
望
に
応
え
、会
話
を
し

て
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間
が
や
り
が
い
で

す
。ど
ち
ら
の
支
援
も
ち
ょっ
と
し
た
利
用
者
さ

ん
の
変
化
が
嬉
し
い
で
す
。悩
ん
だ
支
援
の
結

果
が
出
た
と
き
は
、特
に
で
す
」と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

法
人
と
し
て
は
、栁
澤
さ
ん
の
よ
う
な
若
手

職
員
の
さ
ら
な
る
活
躍
と
事
業
展
開
の
拡
大

が
目
標
で
す
。そ
こ
で「
信
州
ふ
く
に
ん
」の
認

証
を
生
か
し
、採
用
活
動
に
よ
り
力
を
注
い
で

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
指
し
た
い
と
今

後
を
見
据
え
て
い
ま
す
。　

「信頼できる心強い仲間に囲まれた明るく楽しい職場」と栁澤さん

4棟ある寮の一つを担当。一人ひとりに応じた支援を行っています

障
害
者
支
援
施
設（
入
所
施
設
）と
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、相
談
支
援
事
業
を
展

開
す
る
社
会
福
祉
法
人
か
ら
し
種
の
会
。東

京
都
の
都
外
施
設
で
、障
害
者
施
設
と
し
て

は
初
の「
信
州
ふ
く
に
ん
」の
認
証
事
業
所

で
す
。利
用
者
支
援
の
質
の
向
上
と
若
手
職

員
の
採
用
と
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
お

り
、特
に
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
応
じ
た
階
層
別
研

修
に
注
力
。３
カ
月
に
１
回
、同
階
層
の
職

員
同
士
が
研
修
を
受
け
る
こ
と
で
、互
い
に

刺
激
を
受
け
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
成
長

し
、風
通
し
の
よ
い
社
風
の
中
、多
く
の
職
員

が
伸
び
伸
び
と
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
人
が
、入
職
５
年
目
の
栁
澤
莉
奈
さ

ん
で
す
。当
初
は
入
所
施
設
で
働
き
、キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
だ
昨
年
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
異
動
し
ま

し
た
。日
中
は
外
部
の
事
業
所
に
通
う
利
用

者
の
た
め
に
身
の
回
り
の
買
い
物
や
部
屋
の
掃

除
、お
小
遣
い
の
管
理
な
ど
を
行
い
、朝
夕
は
食

事
作
り
の
支
援
も
し
つ
つ
、そ
れ
ぞ
れ
の
利
用

者
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。入
所
施
設
で
は
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
の
や
り
と
り
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、

新卒採用と研修制度の充実で新卒採用と研修制度の充実で
若手職員が生き生きと活躍中！若手職員が生き生きと活躍中！

緑の牧場学園 （佐久市）

WEBでも
ご覧になれます

　溶いた絵具を塗り連ねた絵は、観る者に単純に『なん
てきれいな世界が広がっているんだ』と思わずつぶやか
せてしまう。作者は自分専用のブースで、自分で絵具や
筆、水を用意し、画用紙に色を描き連ねていく。どんな
色を使うのか、どんなふうに筆を運ぶのか、それは作者
しかわからない。いや、手が勝手に動いていくのかもし
れない。しかしそこに残された痕跡は美しい自然の風景のようでもあり、宇宙のようでもあ
り。途中で周囲のことに気を取られて色を塗ることを放り出してそちらに行ってしまうこと
ままあるのだが、残された作品は中途半端のようであるのに、残された空白と色の塊とのバ
ランスが絶妙で、これはこれで完成作品なのかもしれない、と思ってしまう。実際戻ってき
ても『もうやらない』と言う。「中途半端はいけない」というこちら側の勝手な決めつけを
反省する次第だ。
　周囲のことに気を取られてなかなか集中が難しい作者だったが、次第に色を塗り重ねた
り、大好きなキャラクターの絵をこまごまと描いていく場面が増え、アート活動を主にする
福祉事業所に通い始め、次第に集中できる時間が増えてきた。

（ながのアートミーティング　取材）

緑の牧場学園 ＨＰ

『無題』固形絵具（顔彩）

作者：關　菜々瀬（せき  ななせ） 23歳
　　 須坂市在住
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